
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のような貸付・給付制度があります！ぜひご利用ください！！ 

②総合支援資金 

・二人以上世帯：月額２０万円以内、単身世帯：月額１５万円以内 

・生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を、原則 3か月以内で行います。 （申請から交付まで最短２０日） 
 

例えばこんなとき 

『先日、緊急小口資金の申し込みをして２０万円借り入れました。生活の立て直しをしようと思いましたが緊急事態宣言 

の延長もあり新しい仕事も見つからず、日常生活の維持が困難となったため総合支援資金を申込みました。』 

 

 

①緊急小口資金 

・貸付額２０万円以内（世帯一回のみ、無利子、保証人不要） 

・緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に、少額の費用の貸付を行います。（申請から交付まで14日程度） 
 

例えばこんなとき 

『新型コロナウイルス感染症の影響を受け、仕事が休業となったため緊急小口資金を申込みました。』 

 

 

■失業等で住居に困っている方へ、家賃相当額の給付 

 
住居確保給付金 

離職・休業等に伴う収入の減少により、住居を失うおそれが生じている方々について、原則３ヶ月、  

家賃相当額を自治体から家主さんに支給します。（世帯人数等によって、支給額の上限があります。） 

 

◇問合せ・申込先：くらし・しごと相談支援センター（電話０３－４５６６－２４５４） 

https://www.city.toshima.lg.jp/164/jiritsu/2004171137.html 

◇問合せ・申込先：①②豊島区民社会福祉協議会（電話０３－6388－5017） 

http://toshima-shakyo.or.jp/contents/shikin_kashitsuke.html 

 

※上記の制度はいずれも申し込みに関して、その他要件や必要書類があります。 

 また、書類については HP よりダウンロード可能です。 
 

 申込みは郵送でも受付しています。（住居確保給付金は基本的に郵送でのお申込みとなります。） 

連日、多くの方にお申込みいただいています。身近で困っている方にも、ぜひご案内

ください。気になる制度がありましたら、まずはお気軽にお問い合わせください。 

■減収・休業・離職された方へ、資金の緊急貸付 

 

二次元コード 

二次元コード 

 

 

 

 

 

 
新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、東京都、首都圏の各県を中心に外出自粛の要請が

出されていますが、みなさんいかがお過ごしでしょうか？ 

日常生活の制限を余儀なくされているため、様々なお困りごとで悩むこと、心や体の不調が現れ

る方も、いらっしゃるかもしれません。 

一方、こうした状況の中、オンラインを活用したサロン開催など、新しいコミュニケーションの方法

によるつながりも生まれています。 
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≪ 誌面の内容に関しては、こちらへお問い合わせください ≫ 

 

【今回のお知らせ】 
 

（１）コロナウイルスに負けない！ 地域の 

取り組み紹介 

 

（２）コロナ拡大の影響による休業、失業で 

お悩みの方へ 生活資金の貸付、家賃 

給付のお知らせ 

 

 

他にも、豊島区には個人の方、

事業者の方が活用できる支援策

があります。 
 

上記内容や、生活の上で困りご

と、不安、悩み等がありましたら、

CSWへご連絡ください。 




